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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  鈴木智 

日 時 令和２年９月８日（火曜日） 
開 議   午後 ３ 時 ５０ 分 

閉 議   午後 ４ 時 １６ 分  

出席委員 
◎木曽 ○菱田 三上 浅田 赤坂 藤本 西口 

＜齊藤議長＞＜奥野副議長＞ 

執行機関 

出席者 
 

 

事務局 

出席者 

 

山内事務局長、井上次長、熊谷総務係長、鈴木議事調査係長、佐藤主任、小野主任   

        

傍聴 可 市民２名 報道関係者０名 議員３名（冨谷、山本、小松） 

会 議 の 概 要 
 

１５：５０ 

〔木曽委員長 開議〕 
１ ９月１０日の本会議議事日程について 

〔事務局長 説明〕 
＜木曽委員長＞ 

 議事日程については、このとおりとするがよいか。 

―全員了― 

 

２ 委員会の日程について 

〔事務局長 説明〕 
＜木曽委員長＞ 

 委員会の日程については、このとおりとするがよいか。 
―全員了― 

 

３ 陳情・要望について 

〔事務局長 説明〕 
＜木曽委員長＞ 

 陳情・要望の送付先は、このとおりとするがよいか。 

―全員了― 

 

４ 決算特別委員会について 

〔事務局長 説明〕 
＜木曽委員長＞ 

 決算特別委員会の日程等は、このとおりとするがよいか。 

―全員了― 

 

５ 意見書等提出期限について 

〔事務局長 説明〕 
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６ 第５次亀岡市総合計画（案）に対する意見について 

〔事務局長 説明〕 
＜三上委員＞ 

 各会派からの意見を出す際の資料は、先日の全員協議会で配付されたものだけであ

るのか。 

＜木曽委員長＞ 

 そのとおりである。 

＜菱田副委員長＞ 

 全員協議会においても、特別委員会を設置すべきという意見があったので、そのよ

うに進めていきたい。 

＜三上委員＞ 

 特別委員会を設置することはやぶさかではないが、各会派からの意見は、すべて執

行部に送付するようにしていただきたい。そうしない場合、パブリックコメントで

意見を提出したい。 

＜木曽委員長＞ 

 各会派からの意見は、すべて提出することになる。 

 特別委員会設置について意見はないか。 

＜藤本委員＞ 

 検討する委員会を設置して進めていくべきである。 

＜赤坂委員＞ 

 特別委員会を設置して進めていけばよい。 

＜三上委員＞ 

 第４次亀岡市総合計画の時は、どのような審査をしていたのか。それなりの意見を

出したいと思っており、早い段階で特別委員会を設置して、各会派からの意見を吟

味していくことになると思っている。各委員とも認識をそろえておきたい。 

＜木曽委員長＞ 

 １２月に提案されるので、少なくとも１１月までに意見をまとめないと無理である。

特別委員会を設置する場合のスケジュール等について、事務局から説明いただきた

い。 

＜事務局長＞ 

 第４次亀岡市総合計画の時は、特別委員会は議案が提出されてから設置されていた。

今回は、１２月の議案提案前に特別委員会を設置してはどうかという意見である。

これから検討いただくのは、特別委員会の設置の日、定数、名称、目的である。審

査期限は「審査が終了するまで」となると思うが、このようなことを決定いただき

たい。流れとしては、９月議会最終日に特別委員会を設置し、定数、名称、目的を

議決いただければどうかと考える。 

＜木曽委員長＞ 

 特別委員会は９月議会最終日に設置することでよいか。 

―全員了― 

 

＜木曽委員長＞ 

 できるだけ議会の意見を反映するように進めたい。 

＜事務局長＞ 

 名称は第５次亀岡市総合計画特別委員会が一般的であると考える。 
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＜藤本委員＞ 

 第５次亀岡市総合計画検討特別委員会としてはどうか。 

＜事務局長＞ 

 目的は第５次亀岡市総合計画に関することが適当かと考える。 

＜木曽委員長＞ 

 このような内容でよいか。 

―全員了― 

 

＜木曽委員長＞ 

 詳細は正副委員長と事務局で整理する。 

＜事務局長＞ 

 委員の選出届を９月２４日までに事務局へ提出いただきたい。各会派の選出委員数

は、議会運営委員会と同じ案分となる。特別委員会の設置は、９月議会の最終日に

本会議で議決いただく。本会議終了後に、特別委員会を開催いただき、正副委員長

の互選等を行っていただく。 

＜木曽委員長＞ 

 定数は、まず議会運営委員会の案分率により７人を選出する。それに会派に属さな

い議員１人を加え８人とするがよいか。 

―全員了― 

 

＜事務局長＞ 

 案分率は議会運営委員会の案分率を基本としているが、メンバーは別に選出するこ

とでよいか。 

＜木曽委員長＞ 

 そのとおりである。会派によっては、議会運営委員会と同じメンバーを選出いただ

く場合もある。 

 

７ その他 

（１）次回の議会運営委員会 

〔事務局長 説明〕 
 

      １６：１６ 


